
　オープンイノベーションを活用して，社会課題
に向き合う事業開発を進めるには，新たな社会装
置が必要である．BIPROGY グループは，デジタ
ルコモンズを実装して発展させることで，その社
会実装を実現できるという仮説に基づいて，事業
開発を進めている．アルムハメトヴァ・メルエル
トはデジタルコモンズによる創発的なオープンイ
ノベーションの実現で，デジタルコモンズの構
想，システム設計における複雑性への対応方法，
共創的な創発の5段階モデルについて述べている．

　デジタル技術の進展により，社会課題の構造は
複雑化かつ多様化しており，その解決には新たな
アプローチが求められる．企業が有する多様な経
営資源（アセット）を社会のために活用する動き
が注目されており，企業間でアセットを持ち寄っ
て連携する“共創”のあり方が模索されている．
木村瑞貴は企業アセット×共創で社会課題を解決
する「kaleidosphere」で，他企業との対話や協
働を通じて社会課題の解決を目指す共創型アプ
ローチの意義と実践内容について述べている．

　社会課題を解決することは個のちからだけでは
成し得ない．解決の鍵は，課題の背景にあるめい
めいのニーズを満たすと同時に全体のゴールを達
成する協働にある．課題解決に取り組む人たちが
形成するコミュニティが，行動の最小単位とな
る．山田茂雄は相互信頼をかたちづくり学びと協
働・共創が起こる場の枠組みで，デジタル時代に
おけるコモニング（共有資源の管理と活用）を通
じて社会課題を達成する枠組みを仮説として提案
している．

　コミュニケーションにおいて，理解や共感は重
要な役割を果たしており，それらを促進すること
で信頼関係が醸成され，生産的で効率的な関係を
構築できる．BIPROGY は，実際のコミュニケー
ションを模した実験によって，対話内容の可視化
と相手の理解度や共感度などの状態推定に取り組
んでいる．斉藤功樹，榎本真，銭尾春仁はコミュ
ニケーションにおける理解や共感の促進にむけた
取り組みで，調査のために行った実験の詳細と，
調査結果および考察を述べている．

　日本では，カーボンニュートラルの達成に向け
て，GX（グリーントランスフォーメーション）
が進行中である．設備やコストの観点から短期間
での対応が難しいため，まずは非化石証書を取得
し，自社の電力が非化石電源から供給されている
ことを証明することが重要である．今井諒太は
カーボンニュートラルの達成に向けた非化石証書
の活用と環境価値管理サービス「Re:lvis」の提
案で，BIPROGY が提供する Re:lvis の概要と機
能ついて説明している．

　デジタル化が進む現代社会では，データセキュ
リティの重要性が増している．それは，データを
機密性，完全性，可用性の観点で保護することで
あり，その実現のために様々な技術が存在する．
その中でも，認証や認可という技術は，機密性の
確保において中心的な役割を担っている．三宅
健，今泉直柔はデータセキュリティにおける認
証・認可技術の変遷と今後の展望で，認証や認可
に関わる技術動向やAIの活用，BIPROGYグルー
プの取り組みについて述べている．

　日本国内でランサムウエアによる被害が拡大し
ており，一部の事例では事業停止を引き起こして
いる．このような被害を防ぐには，サイバーセ
キュリティ攻撃の影響を最小限に抑えつつ迅速に
元の状態に回復する，サイバーレジリエンスの視
点が重要である．伊藤直行はシステム開発工程へ
のサイバーレジリエンス視点組み込みの提言で，
セキュリティインシデントの復旧対応の事例を通
して，システム開発工程におけるサイバーレジリ
エンスの重要性を提言している．
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　165 号と 166 号にわたり，BIPROGY グループ
の Vision2030 で掲げるデジタルコモンズを特集
します．この技報をキッカケに持続可能な未来社
会を創る取り組みが更に広まって行くことを願っ
ています．（馬場定行）

　持続可能な社会作りに向けて，本号で紹介する
「環境」「人とのつながり」「インフラ」「サイバー
脅威」に関する技術が，デジタルコモンズとして
未来にどのように貢献できるのかを考えるきっか
けとなれば幸いです．（栄田香織）

　先日，大阪・関西万博に行ってきました．多国
間の歴史・文化・人々が交わり合う場は魅力にあ
ふれ，持続可能な未来社会は今よりもっとボー
ダーレスな社会なのだろうとポジティブな想像が
膨らみました．（香林愛子）

　将来の世代が現在と同じように豊かな生活を送
るためにはどのようなことができるだろうかと，
本号の編集中に色々と考えさせられました．読者
の皆様にも参考になれば幸いです．（羽生貴史）

　事業を通してこれまで社会を支えてこられた企
業が繋がることで，社会課題解決の取り組みが持
続可能なものになります．経済的価値と社会的価
値を両立するアイディアと技術を 2 号に渡ってお
届けします．次号もご期待ください．（林田英雄）

　今年の夏は日中の最高気温 40℃超のニュース
に驚かなくなりました．将来に不安を感じると同
時に，持続可能な未来社会のために自分ができる
ことを実行していこうと思います．（白木和彦）

　店頭に手帳が並び始めると，今年も残り少ない
ことを実感します．来年になったらやりたいこと
を妄想しつつ，あと 3 か月を大切に過ごしていき
たいと思います．（武本杏奈）

編 集 後 記

▲

技報編集委員会
　委 員 長  馬場定行
　副委員長 栄田香織，香林愛子
　委　　員 田代杏樹，山岡浩一，川原尚樹， 

清家欽矢，川田清忠，川口真一， 
林田英雄，羽生貴史，田中星一， 
阿野弘喜，岩下忠資▲

技報編集事務局
　編集制作担当　白木和彦，武本杏奈
　（総合技術研究所）
●Editorial Board

S. Baba（Chairman）
K. Sakaeda, A. Korin（Vice Chairman）
A. Tashiro, K. Yamaoka, N. Kawahara, 
K. Seike, K. Kawata, S. Kawaguchi, 
H. Hayashida, T. Hanyu, S. Tanaka, 
H. Ano, T. Iwashita

●Editorial Staff
K. Shiraki, A. Takemoto

（Technology Research & Innovation）




